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(Figs. 1-5， Table 1) 

仔稚魚を含めた大型動物プランクトンの採集について，従来数多くの研究がなされてきている三元田2)

によると網口逃避(netavoidance)は，ネットの構造，曳網速度，動物の感覚と反射運動などが関係する

複雑な現象であり 3-7) ネット地の明暗4ヤ昼夜による採集量4.9.10，11)ネットの口径と種類数・採集量 12)

高速採集器の 5ノット以下の曳航速度と採集量のちがい13)が報告されている。元田 2)は遊泳力があり感覚

の発達している稚魚やおきあみ類，あみ類では，この現象が著しいと思われ， 乙れらのやや大型の動物プ

ランクトンを対象とするときは，網口逃避を防ぐネットを考える必要があるとしている。

はじめ金属製保護筒中K網を入れていたガルフm14一円ガノレフ V18)等の採集器も，その後の改良型にお

いて金属円筒は安定翼を支える枠だけを残して，むしろ漉過効率がよくなり仔魚採集量も従来型より多い

という結果を得ている問。乙れら高速採集器においては，デプレッサー(潜航板)をとりつけている。

一方，海表面lζ近いニューストンを採集するためのネットは，網を舷側から離すため， トロールのオッ

ターボードの原理を使用している 20，21)。

特lζ多様な形態と生態をもっ仔稚魚の採集のためには，まずそれぞれ対象に適した採集方法を必要とし

よう。

[瀬戸内海の生物生産の特性に関する研究(昭和54~55年度) J において， ラジオブイをつけ漂流させ

るかご網タイプ採集網とともに，通常1.5~ 2ノットで曳網される稚魚網より高速で，船橋より監視でき

る範囲で曳織できる表層用稚魚網を試作した。このうち今回報告する高速稚魚網は，⑤ネットと，アイザ

ックス・キッド中層トロール (IKMT)とともに昭和54年10月，昭和55年 1月， 4月; 6月航海において使

用した。

鹿児島県水産試験場は，社団法人瀬戸内海栽培漁業協会(現在，日本栽培漁業協会)の行った「天然ぶ

り仔資源保護培養実験」の十環として，ブリ仔採集用の網を試作し，調査船の舷側で. 4.5ノット， 2時

間曳を行い，春先の薩南海域において，流れ藻の存否にかかわらず，ブリ仔を採集している 22)。

今回の試作に当って，鹿児島県水産試験場竹下克一部長より有益な情報をうる乙とができた，乙こに謝

意を表します。

*本研究は，文部省科学研究費(444012) r瀬戸内海における生物生産の特性lζ関する研究」によった。
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構造

高速稚魚網を設計するに当り，次の点1C留意した。

1. 船首波の影響回避

舷側で曳網する場合，船首波等の影響は避けがたい。特に高速で曳く場合には，それが採集物K与える

影響はより大きく，良好な採集が出来にくいと考えられる。これらの影響を避けうるところまで網を舷側

から離すため.Neuston Net に見られるよう，網の設計に当っては， トロールのオッターボードの原理を

採用した。この網にとりつけるオッターボードは，従来のトローノレ用に常用されている揚抗比が小さくて

効率が劣る横型平板とちがって，アスペクトレシオを大きくし，同時lと揚抗比が大きく，効率の良い縦型
の曲板を用いた 23，24L

2 網の浮上防止

船橋より監視しうる位置で曳網するために，曳索はあまり長くないものとした。網は，船首右舷後部の

水面から約 4mの所にとりつけてあるブームの先端より曳いた。しかし高速で曳く場合，支点が高く曳索

が短いので，網口が浮上する乙とをまぬがれなL、。乙の浮上防止のため，他の高速採集器と同様，デプレ

ッサーをとりつけた。

3. 網枠の強度及び沈下防止

以上のようなオッターボードとテプレッサーを有効に働かせるために， しっかりとした網枠が必要とな

る。また船上などでの取り扱いも考えると，一定の強度を必要とする。海水による腐触，錆などを防止す

るため，材質にはステンレススチールを用いた。このようにして組んだ網枠の総重量は82.5kgとなった。

なお，投網，揚網等の低速または停船時において，網が沈まないよう網枠上部lζ フロートをつけ，総浮力

86kgとしfこO

以上主にこの 3点に留意し設計した網は，次のとおりである (Fig.1)。

Fig. 1 Perspective drawing of the high speed surface larva net 
a: frame b: bridk 

網枠をFig.21乙示す。横2.1m. 幅0.35m. 高さは端の方が約1.45m. 中央部で1.8mである。両脇l乙

幅が0.35m. 高さが1.32mある縦型曲板のオッターボード(引をとりつけた。オッターボードには角度が調

節できるようチェーン(b)がとりつけてある。デプレッサー(c)は網枠の下部中央部にとりつけてある。デプ

レッサーは面積の調節ができるよう，取りはずし，付け加えが可能にしてある。フロート(d)は網枠の上部

にとりつけてある。網はオッターボードの内側にとりつけ，網口の枠は，横1.5 m. 高さは端の方で約

1.45 m. 中央の最も高い所で1.7mである。

この織枠にとりつける網をFig.31ζ示す。前部より 2.5mが，ナイロン 210d. 24F. 8・8-90径のも

じ網，次の 2mがN4・4-160径のもじ網，そして最後の 2mがN4・4-240径のもじ網を用いた。漉水
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百下町一臣

Fig. 2 Frame of the high speed surface larva net. 

a: otter board， b: chain， 
c: depressor， d: float 

2.5m 2.0m 2.0m 

Fig. 3 Design of the high speed surface larva net. 

a: ring， b: PVC adaptor 

率をよく し抵抗を少なくするため以上のような網を長くつないだ。

大型の漂流物が入網した場合，取りはずして除去できるようにするため， N 4・4-160径の網と N4・4
- 240径の網の墳の部分{a)に内径約70cmのリングを前後にとりつけとれをボルトでしめた。

コッドエンド(b)ll:は，塩化ビニノレのパイプ(長さ30cm，内径16.5cm) 1ζ ゴムチューブ(長さ50cm)をと

りつけピンチコックでとめ底管とした。

曳綱試験結果

以上のような構造をもった網を，広島大学生物生産学部実習船登潮丸 (320トン)を使用した昭和54年

10月航海で曳網試験を行った。その結果をTable.11ζ示す。曳網方法は Fig.411:示すように船首から曳索

を出し，ブームの先端で支持して曳いている。対水速度，舵角，曳索長をいろいろ変え，舷側から網枠ま

での距離を測り，進行方向と曳索とのなす角度を推定した。舵角を20k保ち，曳索長を10.5mと13.5m IL 

し，それぞれ 3ノット， 4 ノッ卜で曳網した。 いづれも船首波の影響をま ぬがれ，舵角20~ 曳索長 13.5m

で 3 ~4 ノ ッ ト で曳網した場合，最も舷側より離れた。 網全体の傾きはブラ イ ド ノレの長さをそれぞれ調節

する乙とにより水平に保つ乙とができた。曳網状態はフロー卜下面が水面を出入する程度で良好であった。
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Fig.5は昭和55年 6月の研究航海で採集を行った時のものである。

投網時には，ウインチを使用し段低3人，場網時には，閉じくウインチを使用し 4-5人で操作できる。

Fig. 5 High speed surface larva net in operation in the sea. 

~ o?包Ea岡 語置

乙の高速稚魚網は 3-4ノットの曳網採集では，舷側から離れ，船首波の影響もほとんどう けず，網口が

海水中につかって，良好な採集状態を保つ乙とができた。

4ノッ ト以上の高速で曳く場合には網口が浮き上がるが，デプレッサーの角度.大きさを変え対処する

余地が残されている。また網lζ対する低抗の増大K.対して目合の大きい網を付け加えるととも可能である。

理論上，網全体にかかる低抗は 4ノットで約500kg.オ yターボードによる傷力が約230kgて・あるが，風

波のある現場での瞬間的な加重を考えると. 4ノ y ト以上の速度で曳網するためには， 網枠の強度をさら

に高める必要があると考える。また. 4ノットより高速で曳く場合，船首波による影響も大きくなると恩

われる。

船橋から監視できる範囲内では， 乙れ以上網を舷側から離すのは困難であり， 乙れらのζ とを総合的に

判断すると3-4ノッ トによる曳網が妥当であろう。

CLARKE2S)は底管部にさまさまな付属物をつけ比較実験を行っている。 元田 J)は大きなネッ トになると
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大量の標本がコッドエンドに集まるので，傷つきやすい標本をよい状態に保つため底管部の構造にとくに

注意を要するとしている。高速稚魚網による 4ノット20分間の曳網採集では採集物IC::ほとんど損傷はみら

れていなし、。乙れに比べ 2ノット前後で曳網したアイザックス・キッドの採集物に損傷がよく見られた。

乙れはアイザックス・キッドのコッドエンドには底管がなく網地で終っているため損傷をうけやすく，よ

り高速で曳網する高速稚魚網では，乙の底管によって採集物の損傷が防がれていると推察される。

要約

1 )調査船の舷側を 3~ 4ノットで，船橋より常時監視しながら曳網できる，表層用稚魚網 (Fig.1， 5) 

を試作した。

2 )網を舷側から離し，網が浮きあがらないようにするため，オッターボード，デプレッサー，フロート

をとりつけたステンレススチール製の網枠(Fig.2)を作り， 乙れにナイロン製のもじ網の細長い網 (Fig，

3)を取り付けた。

3)曳網試験を行った結果 (Fig.4， Table. 1) 船首波の影響をほとんどうけずに 3~4 ノットで曳網で

きた。 4ノット20分間曳による採集物にはほとんど損傷は見られない。
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Summary 

1) A New type of a surface larva net (Fig.l) was devised and constructed, that could be 
towed at a rather high speed (3-4 knots) in pararell line with the run of a ship and could 

also be kept within observable range throughout the operation from the bridge of the 

of the ship. 

2) A stainless steel frame (Fig.2) keeping the mouth of the net open was designed and 

was equipped with a pair of otter boards, a depresser and a float, in order to keep the net 

in operation just beneath a water surface without any influence of the bow wave of ship. 

A net (Fig.3) was made of minnow net of nylon webbing and was installed to the frame. 

3) Test operations of the net at seas (Fig. 4, 5, Table. 1) revealed that it could work as 
predicted, at least within towing speeds of 3 to 4 knots and that fish larvae collected by 
towing at a speed of 4 knots for 20 minutes showed significantly reduced injury when 
the codend with a closed end PVC adaptor (Fig. 3-b). 


